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技術 開発 にお ける大学 ・TLO・ メ ンターの役割

一 アメ リカ との比較考察一

堤 悦 子

1は じめに

日本は、他国に先駆けて少子高齢化が進んでいる0今 後 どのような方向性で不況を克服するかと

いう課題を考察するにあたり、ますます需要が高まる医療産業のうち先進的技術開発で得たテクノ

ロジーを利胴 した医療機器産業へのシフ トを考える余地があるように思われる。 というのも、 露本

は長年培ってきた高い技術力で完成度の高い製品を製造 して甫場に出す能力を膚 しているからであ

る。今まで医療機器は企業が積極的に手を出そうとしない領域だった。医療行為は入体を侵襲する

ので薬事法上の多 くの規制をしている、マーケットサイズが合わない、他の領域で成功 しているか

らあえて不確実性の高い医療機器を選ばないといったことが手を出そうとしない理由として考えら

れる。 しか しサブプライムローンによる世界問時不況で、露本が諸外国に比べて大きくダメージを

受けているのは、外需依存型の産業構造に原困がある。そこで国民にとって必要な先進的医療機器

開発へ軸足をシフrす ることで、老齢化による医療サービスのニーズの高まりのゆで国内的にも新

衛場を開拓 し、特許登録で国際競争力のある機器の輸出拡大を期するというものである1>。 すで

に人を侵襲することが少ない大型診断機器と高い技箭力をもったファイバースコープ内視鏡は、例

外的に躍本が競争力を有 してきた。 しかしこうした侵襲性の低い機器に限らずデバイスラグ2)を

生 じさせずに日本の患者に最先端の治療行為や予防診断を享受させるという視点及び、医療周辺の

産業から生 じた利潤を日本に還流させるという趣旨で、繊本で先進的機器が開発されることは、産

業の維持と●Rの 健康を一挙に実現するという意味で有茎になると考えられる。本稿では新産業を

検討する際に必要な先進的技術の曙発に、大学はいかに関わってきたかを記述する。特に2004fi[O

立大学は独立行政法人となり変革 しつつある。企業が不況でi発 力を低下 させている一方で、大学

発のシーズに琶が向けられ、大学の中あるいは近隣に技術移転機関(TLO>が 構築された3>。 大学

内には、大学内に眠っているはずの知的財産を顕在化する知的財産権本部が学長の鷹属の機関とし

て欝築 された。さらに技術移転機関であるTLOは 「知的創造サイクル」の原動力として産学連携

の巾核をなす存在を揚うはずだった。ところが実際は低迷を続け、北海道TLOは 解敬を宣言する

に至っている。そこで、アメリカの大挙のうち最 も成功 したスタンフォー ド大学およびシリコンバ

レー ・バイオテックベイの例を考察 し、低迷をはじめた日本の大学発ベンチャー企業はアメリカと

どのような点で異なるのか、どのようにすればいいのかについて、技術移転機関の役割を中心に再

検討することとする。

∬ スタンフォー ド大学の実践的取 り組みと地域 との連携

アメリカの大学の歴史は古い。 まず建国前からアメリカを統治するために赴任 した行政蜜の子女

育成用にリベラルアーッ中心の私立大学の設立が始まった。東海岸のボス トン周辺には、最古の大

学とされるハーバー ド大挙(1636年 創立)を 中心に学衛機開が集積 し、さらにいわゆる産業革命を
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経て実学を学ぶための弼立大学が生まれた。東のこうしたエスタブリッシュのための私立大学に対

抗 して、西海岸に設立されたのがスタンフォー ド大学である。創立者であるリーランド・スタン

フォードは、ゴールドラッシュ聴代の金鉱霞当ての由師を相手にした食料贔店主から身を起こした

企業家である。彼は後にアメリカ大陸横断鉄道の建設を推進 したx家 グループの一人とな り、さ

らにカリフォルニア想知事を務め、1885年 に共和党から合衆国上院議員に当選 し、同時にこの大学

を閣講した。その大学名は、大学進学を薮前に圭6歳で腸チフスのために天折した同氏の一人息子を

偲び多 くの子弟に良質な教育の機会を施 したいという趣旨か ら、リーランド・スタンフォー ド・

ジュニア 〈スタンフォー ドニ世)大 学と命名されている。彼には企業家および政治家として 「藩部

地域、特にカリフォリニアを発農させよう」という強い思いがあ り、大挙と地域産業の関係に焦点

を当てた運営が行われた。1891年 の全学創立集会では 「人生は何 よりも実践的なものである。諸君

らは役立つキャリアを身に着けるために、ここへ来た」と演説しているAi。 つまリスタンフォー

ド大学は、開学の当初から実学璽視を志向し、研究成果は、実社会で活かされることが当然 となっ

ていたのである。

このスタンフォー ド大学から、ベンチャー企業の第一号 としてヒューレッド・パ ッカー ド社が生

まれるが、そのメンター役 として活躍 したのがフレドリック ・ターマン教授だった。彼は、詞大学

の心理挙者の息子 として生まれ、1920年 に隅大学を卒業 しマサチューセッッ工科大学の大学院に進

み博士号を取得した。戦争中ハーバー ド大学の無線工学lijf究室に軍備防衛のエンジニアとしてfib

き、 ワシントンにおける致府の要人とのコネクションを深めた。戦後スタンフx一 ド大学に戻 り、

学外の補助金を競って取得 して工学部へ投入することを勧めた。Ilj代は戦後の復興需要期に入って

おり、産業は転換期を迎えていた。そこで多額の投資による大がかりな事業で大学は活性化すると

考え、副学長に就任 した後、大学全体にこの考えを適用 した。純輝な学術領域をきわめ続けていた

教員は、教育の独立性を維持すべ きであると反発 し、功利主義の行 く宋について懸念を示 した。 し

かし、産業界や宮界と密接 に連携すること、特に、軍事 ・塵業 コンプレックス化構想 にス タン

フォード大学自体のビジネスチャンスをみとめ、国家戦略に1司調 して科学や研究開発の霊要性を主

張 した。古典や一般教養などの学科より、達邦政府の資金を得られそうな学科を優先させ、研究プ

ログラムの履行を担当研ILT_iたちにiF)iきかけた。こうして始まった産学連携で、スタンフォー ド大

学は産業界の研究開発の一翼を握うことになった。大学はあたかも悪海岸の産業のぎ麹亡・に位竃する

存在となり、それまで東に出て学ぼうとしていた学生を、西海岸にとどめることに成功 した5)。

HPの 創業者、ビル ・ヒュ_Lッhと デビッ ド・パ ッカー ドは1930'に ス タンフォー ド大学に入

学 した。二人は購 じ専攻を将来的に志 していたため授業でよく顔を合わせ、アマチュア無線の趣昧

でつなが りを持ち友好関係を結んだ。何 をするかも決まらないうちから意気投合し、業務内容だけ

空欄にした会社設立のための定款を作成するほど起業意欲が旺盛だった。当時はウォール街の大暴

落で経済は壊滅的な状態だったCも っともデビッド・パッカー ドの父親は弁護土として倒産会社の

処理をしていたため金銭的には葱まれていた。しかし父を継 ぐ等でその財産を当てにするのではな

く、堅実な学生生活と夢のある将来を構想していた。一方ビル ・ヒューレットは、スタンフx一 ド

大学の医学部教授の息子であったが、入学時には父親はすでに他界していた。二人は学部にあがる

とターマンの教えを乞い共詞研究を遂行 した。ヒューレットは、在学中すでに音響発振器を隣発 し

たが、MIT(マ サチューセッツ工科大学)の 大学院に進んだ0パ ッカー ドはGEに 就職 した。 しか

しターマンは彼らの機器がrhffi;に禺れば成功するであろうという見込みをもっていたため、まず
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パ ッカー ドにパロアル トへ艇 って くることを勧め、大学の研究員のポス トを提供 した。さらに、

HP創 業にあたって大学内にあるガレージを提供 し、初期費用として538ド ル を出資した。このター

マンこそ大学発ベ ンチャー(成 長性のnい スター トアップ企業)の 生みの親であり、メンターだっ

たといえる。メンター(mentor)と は、人生の教師という意味でギリシャ神話の中で、戦地に謹

くオデュッセウスが息子テレマコスを老賢者メントルに委ねた故事に由来している。パッカー ドの

自叙伝によれば、ターマンは、パッカー ドにGEの 退職ではなく、休職を促 して研究員としてのポ

ジションを提繰 したという。 日本同様1930年 代 当時のアメリカは不況で、大企業中心志向は根強

かった6)。 彼 らは、ターマンの暖かい助書 と磐石なセイフティーネットを提供 されて、測定用の

新型音声発振器である200Aの 第1号 を完成させた。 もっとも最初の製晶は料理用のオーブンでパ

ネルを焼き出したシンプルなものだった。 しかし学生発の企業は話題をよんだ。HPの 技術は軍事

用から始まったが、ディズニー社の目にとまり映画へ転用された。ディズニーは、モデルチェンジ

した発振器でアニメーション映画 「ファンタジア」を作成して世界的なヒットを遂げ、HPと とも

に飛躍的に成長 した。さらにHPは1粥 発中の技徳を医学、防衛、地球物理学に応用していった。

こうしてみると大学生のシーズから発展 したベンチャー企業第1号 例には、成功への意國的な演

出とアントレプレナーにセイフティーネッ トが敷かれていたことを特徴としている。これはターマ

ンが考え出したものである。すなわちHPの 創業者とスタンフォー ド大挙自体に対するメンターと

して、ターマンが果たした役割は大 きかったといえる。1955年 にはターマン自身がスタンフォー ド

大学の副学長になり、成長を遂げたHPの 支援を受け、スター トアップサポー トプログラムが作 り

上げられた。優秀な大学院生を競合する他の大学院よりも厚待遇で迎え、ターマン自らの資産を

使って大学院生に財政支援 を行うなどの工夫をした結果、スタンフォー ド大挙の求心力は高まっ

た。設立者のリーランド・スタンフォー ドが大学の敷地の売却 を禁じていたため、地元のビジネス

創出を促進 させる方策として、り一ス貸しを行うインダス トリアルパークも建設された。そしてス

ター トアップ企業がスタンフォー ド大学の教職員をコンサルタントとして活屠できるようにするプ

nグ ラムや学生のインターンシップや就職の機会拡大のために、各種のプログラムが立ち上げられ

た。学生の起業への関心は高まり、工学部、経営学部、医学部、法学部をは じめ技術移転機関であ

るOTL(Of翫eofTechnologyLice臓sing7/)や コーポレー ト・リv一 ションズ ・オフィス等が設置

され、具体的な紺象を絞った教育 ・研究 ・インターンシップなどのプログラムが設けられた0ま た

起業に焦点を当てたい くつかの学生クラブが結成された。こうしてパルアル トを中心にシリコンバ

レー～帯は、キャンパスでありながら3240ヘ クタールにも及ぶインダス トリアルパークとなって

いったのである。土地を長期間企業にリースするという手法は、企業にとっても経費軽減のメリッ

トがある。そこでヴァリアン ・アソシエイッを皮切 りにGE、 イース トマン ・コダックなどの既存

企業も進出してきた。つまリターマンの貢献とHPの 成功が、スタンフh一 ド大学と企業との産学

連携の方向性を築いていったのである。大学院では1925年 の設立以来 ビジネス指向型の 「スタン

フォー ド・コンピュータ・インダス トリー ・プロジェクhJと いうプログラムを提供 している。 さ

らに大学 と産業界との交流が推進され、地元企業だけでなく国際的な企業なども参加 した。その上

に第一線で活躍する人たちが教壇に立ち産業界と大学の関係が促進されるという、ビジネスの連鎖

と利益の循環が生 じた。

ウィリアム ・ミラーは、シリコンバレー発展の歴史を、フェーズ毎に区分 して特長を分析してい

る。1890～1940年 は、ラジオの真空管の発展がシリコンバレーに大きく貢献 した。フェデラル ・テ
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レグラムは真空管から始まり、放送局の運営にまで事業を拡大した。惑時は真空管関係か農業関係

の会社がシリコンバレーの中心であった。それが194060年 には真窒管を応胴した電子機器や防衛

産業が発展した時期にHPが 生まれた。さらにシリコンバ レーの変遷 とともに、スタンフォー ド大

学でも研究や教育のあ り方に変化が起こった。すなわち研究機関である大学と地域産業がよh関 係

性を深めたという。穀しいテクノロジーが生まれれば、経済的な恩恵を地域にもたらすことになる

ため地元産業の研究開発ネットワークが、そのテクノnジ ーを活用して地元で商品化を進める。地

域産業は、拡散と投資によってテクノロジーをさらに活用する。大学 ・研究機関がテクノロジーを

創出し、地元で事業化される。技術移転には受け手と送り手双方の協力が不uJ欠 なものとなって連

携が促進された。ターマンは、戦争中は軍用機器の閥発に携わり、ワシントンの致界に豊cnな 人脈

を形成 していた。その人脈を活かして、政府から大学や地元企業に多くの事業がもたらされるよう

にした。50年 代には航空、宇宙、電子の分野における圃防プログラムによって隅地域の産業は大 き

く成長した。またシaッ クレー研究所のロバー ト・ノイスらがフェアチャイル ドを築くなど、研究

開発型のベ ンチャーが多 く集積 した。そ してさらに、IBM、NASA、Xeroxと いった大企業の研究

部門が、次々とこの地域に移転してきた。サンフランシスコを南下 した一帯が、半導体の需要ラッ

シュを受けてエレクトロニクスの導門誌で 「シリコンバレー」という11」び名で紹介され、今 日の原

型がほぼ園まった。シリコンの後はコンピュータ、1980年 代 にはコンピュータネットワーキング ・

ラッシュ、そして一時の低迷を経て最近のソフ トウェア、インターネット・ラッシュといった形

で、大規模だが素早い変貌を繰り返している。イノベーシ簑ンによって先導された自律的な産業の

転換がおこっているのである8)。

スタンフォー ド大学を中心にした同地の産業力の競争優位性について、Clarkら は 「モジュール

化」という理論で分析 している9)。 例えばシリコンバ レーでは、部CI17[7(モジュール)の 擾合部が

標準化 していて、これを寄せ集めれば多様な3ffipがで きる 「組合せ型(モ ジュール型)」 のアーキ

テクチュアを基本とする産業が強みを持つと分析 した。シリコンバ レーの企業は、事前の擦 り合わ

せを不要とする工夫をした上で、部贔や事業を柔軟に組み換えイノベーションに結びつけた。こう

したモジュール化が進んだことにより、ai=≫の領域に特化 して開発を進める多数のベンチャー企業

が生まれた。そしてベンチャ‐^r_-fFalの活発な開発競争あるいはベ ンチャー企業 と既存企業の粗互

協力による発展のメカニズムが生 まれたのである。シリコンバ レークラスターにおけるモジュール

化こそ、特化 した研究開発競争におけるベンチャー企業の箪幽の契機を促 したといえる。企業の中

核にスタンフォー ド大学 という人樗とシーズをF'-ifT;;する強力なインキュベーターがあり、リスクマ

ネーとマネジメントのノウハウを提供できるベ ンチャーキャピタリスト、そして自身の創造的な開

発技術 を売 りに大企業 と渡 り合うアントレプレナー といったプ レイヤーによって地域全体のモ

ジュールが更新され続けた。こうしたベ ンチャー企業成功の現象は、キャピタルゲインの循環、ベ

ンチャーキャピタル、法律事務所、会計事務所等の ビジネスインフラの集積 とみることもできる

が、何 よりもそこに集 う人に着 目したい。すなわち知識集約的なネットワークが築かれ、地域の中

で緊密な情報の共有が行われるコミュニティが形成される。ベンチャーキャピタリス トらが厳 しい

選霧のCIを 光 らせ、企業に競争というプレッシャーをかけつつ、分散化 したモジュール瞬士をつな

ぐ役割も演 じる。アン トレプレナーにとって、ネットワークは迅速で膨大な情報の入手を罵能と

し、またXlr規事業が うまくいかなかった場合も、最小限のリスクで次回への挑戦を可能にした。

経済地理学の観点からシリコンバv一 を考察するアナリー ・サクソニアンは、東のエスタブリッ
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シュとの対比で、西海岸は多様性を受け入れ、起業家の多 くが移民であることを指摘する。さらに

ネットワークは失敗者を排除せず、失敗からより多 くを学んでいるため経験 も買われているとい

うioi。つ まり地域は、たとえ失敗 したとしても、再挑戦者を受け入れているのである。ノーベル

賞の受賞者であるショックL一 は、1956'に 、東海岸のベル研究所を辞めて故郷の西海岸に移 り、

ショックレー研究所を開設した。すると世界から優秀な人材がショックレーに教えを乞いに集まっ

てきた。もっとも研究所自体は内部対立で8人 が辞めてフェアチャイル ド社を設立、フェアチャイ

ル ドはスピンアウトを奨励 していたので、ICを 発明 したロバー ト・ノイスとゴー ドン・ムーアが

後にインテル社を創業することとなった。こうしたベンチャー企業の活発な動 きは、ベンチャー

キャピタル(VC)が 設 立されたことから始まった。1950年 頃、東海岸ではシーズはあっても資金

のないアントレプレナーの技術を産業化するために、連邦銀行の頭取、ハーバー ド大学の経営学者

らが集まって、融資ではなく投資する形態の資金提供を考えついた。彼 らは身銭 を切ってVC(ベ

ンチャーキャピタル)の 原型であるARD(ア メリカン・リサーチ ・デベロップメント)を 経織 し

た。投資者であるVCは 、スター トアップ企業を成功に導 くため、その株主となり徽底的にマネジ

メントを手伝 う。嶺初ARDは なかなか成果をあげられなかった。 しかしMITの 技 術者が起こした

デジタルエクイップメント社(DEC)に 投 資し、新製品であるミニコンピュータが爆発的に売れ

急成長 した。ARDの 投下 した資金は、それまでの損失をカバー して余 りあるほどの毅益をあげ、

東では起業のラッシsが 始まった。しかしこれは一時的なブームで終わったのである。サクソニア

ンは、最終的にベンチャー企業の成功が循環している西海岸のシリコンバレーについて、民族の多

様姓や西の旺盛な独立心に依拠 していると労析 している。VCは 東から西へと移 った。つまりショッ

クレーが菓から移った時に、ニューヨークの投資家アーサー ・ロックがサンフランシスコに移り住

み、シリコンバ レーのベンチャーへの投資に専念した。彼は、フェアチャイル ド社からさらにスピ

ンアウ トしたインテル社(ゴ ー ドン ・ムーアらが68年 に設立)に 投資 した。スティーブ ・ジョブズ

とステT一 ブ ・ウオズニアックがスター トさせたアップル社のスター トアップにも支援した。1975

年 に150万 ドルを投資し、80年 の株式公開によりその株摘評価額は1億 ドルに達 したのである。そ

の他にも当初の投資額が数10倍 から300倍 になった案件が含まれ、ロックのベンチャーキャピタリ

ス トとしての成功は確固たるものとなった。ARDの 場合、組織 をつ くったのは東海岸のエクゼク

ティブらであり、どちらかといえば篤志家としてVCを スター トさせた。 しかしロックはショック

レーを追って西に移住 し、ベンチャーキャピタリス トとしての能力を開花 させた。ここにVC、 ア

ン トレプレナー、メンターといったプレイヤーの参加がみとめられる。その中で最もリスクを負っ

ているのが、VCだ った。 しか しシリコンバレーでは、成功の連鎖が起こっていた。クラーナー ・

パーキンス ・コフィー1Lド ・バイヤーズ社(獲)CB)は 、 フェアチャイ ドの設立メンバーである

ユージン・クライナーが転身 して1972年 に設立 したVCで ある。同社はパーソナルコンピュータの

先駆けとなったタンデム ・コンピュータに1974年 、バイオベンチャーのジェネンテック社に!976

年、投資 した。IT関 係ではさらに、サン ・マイクロシステムズ社とコンパック社に投資し(1982

年)、 薦海岸で最も優れたVCと なった0さ らにネッ トスケープ縫、アマゾン・ドットコムをも手

がけ最大手のVCと なった。それでは、成功 しているVCに はどのような特徴がみ られるのだろう

か。こうした人たちの多くがMBA保 持者 として経営のノウハ ウに精通していたこともあるが、金

銭的な投資以上に起業家の心理的なメンターすなわちメンター ・キャピタリストだったといえる11>。

ITと な らび競争優 位にあるもう一つの先進的技構であるバイオテクノロジーでは、バイオベ ン
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チャー第1号 のジェネンテック社がスタンフォー ド大学の知的財麗権を基にして設立された。その

r遺伝子組み換え技徳」は研究奢の隅然の出会いから始まった。もともと繊 翼酵素に関する技彬を

持っていたスタンフォード大学のスタンレー ・コーエンが、プラス ミドを利用 した核外遣伝子技徳

を持っていたUCサ ンフランシスコ校のハーバー ト・ボイヤーと学会のP会 で隣瞬士になった。

両者が自身の技徳を紹介するうちに、自分達の技術を組み合わせて 「遺伝子組み換え」ができるの

ではないかという話がまとまり実験を始めた。=s一 ヨークタイムズはこのことを報道 し、これを

読んだ弁理士のニー)Lス ・ライマースはその技術の将来牲を見抜 き、特許化することを助需 し

た12>。当初コーエンはこういった技術を独 占化することに難色 を示 したが、特許化 して安く提供

することこそ技術の発展に貢献があるというライマースの説得に応 じたといわれているCま た当時

は多 くの研究者が、酵素を利用 してDNAを 切断 して、別の部分と結合 させる遺伝子組み換え技術

に懐疑的だった。そこで実験が行われたのである。さらにクライナーパーキンズ(VC)の キ ャピ

タリス トだったボブ ・スワンソンは、この技術こそ産業界に応用できるものであることを主張 して

ボイヤーに起業を促 した。スワンソンの思惑どお り、ジェネンテック社は、コーエン ・ボイヤー特

許をもとに遺伝子組み換え技術を使ってヒ ト・インスリンと成長ホルモンを大量につ くることに成

功 し、バイオテクノロジーの有用挫を実証 した。これが契機 となって、米国ではバイオベンチャー

も多く輩出された。遺伝子組み替えの基本技術は、スタンフォー ド大学の理事会(BoardofTrus-

tees)を 通 じて、大学の知約財巌 として!974年 に出願 された13)。1980年12月2羅 に米国特S庁 は

コーエン(StanleyN ,Cohen)と ボ イヤー(HerbertW.Boyer)の 発 明に係わる組み換えDNAの

基 本技術に対 して、米閣特許No.4,237.224[--](生 物 学的に機能するキメラ分子の製造法)を み

とめた。これがバイオ関連特許第1号 である。みとめ られたのは基本特許で、まず73の 企業にライ

センスされ、スタンフォー ド大学に多額の収入をもたらすことになった。以後500社 あ まりがライ

センスを譲 り受け、大学には2億5000万 ドル以上の収入がもたらされた。スタンフォー ド大学の初

代のOTLの 瞬長に就任 したライマースは、そのアン トレプレヌリアルなマインドで特許の帰属自

体に薪天地を切 り開いた。 というのもそれまで大学で開発された新技術 も国からの予舞で行われて

いたものは、個人や大学に知的財籠権の帰属がみとめられず、国家のものとなっていた。これを大

学や個人に還元する道 と、大学発技術の産業界への移転促進を狙いとした法律が米国議会を逓過す

るための果敢なロビイ活動 を行ったのである。この 「バイ ・ドール法」(Bayh-DoleAct)に よ り、

研究者は大学に籍を置きつつベンチャ ーn'の 役員にもなれることになった。先見の明のあるライ

マースのおかげで、スタンフォー ド大学には富が もたらされた。すなわちスタンフォー ド大学は、

ヒューレッド・パッカー ド祉の創業から40年 を経て、バイオテクノロジーの技術開発が促進され、

特許化 した後のライセンス料で莫大な資産を得たのである。 さらにベンチャーキャピタリスrの ボ

ブ ・スワンソンの果敢な説得で、ボイヤーはジェネンテック社を設立 した。1980年IPOに よって

株式は、初 日に1株 あたり35ド ルで売り出され、わずか20分 で891ル 、11博 閾足 らずの問に3500万

ドルになった。こうしてバイオベ ンチャーが注 糠され、投資家に好感 されてバイオブームとなり、

研究開発も進んだ。アメリカはこの領域の先進的テクノロジーで国際競争力を維持 している。当初

ライマースやスワンソンといったメンターが大 きな役割を果たしたことが窺われるlh)。なお、ジェ

ネンテック柱は、現在ロッシュの傘下にある大 きなバイオ企業に成長 したが、実は生産は行ってこ

なかった。ここにバイオベンチャーの先駆けである研究開発型に特化 したスター トアップ企業のモ

デルを考えることができる。ロッシュという大手製薬 メーカーの傘下に入った点で、企業 としては
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成功 しなかったという昆方もあるが、技術開発だけを受け持つバイオベンチャーの典型となった。

スタンフォー ド大学の大学ホームページから、技術移転収入をみると、1950年 ～60年 代の15年 間

は、合計で5000rル 程度であったが、1968年 研 究成果移転事業を立ち上げて1,pで5万5000rvの

収 入を得るようになり、1969～80年 で400THド ル となったことが示 されている。82年 か らは先述し

た遺伝子組み換え特許の収入が1年 間でi400万 ドルを得られるようにな り、この遺伝子組み換 え特

許収入は97年 の特許切れまでスタンフォー ド大学の稼 ぎ頭となった。他の特許 もあわせて19倣 ～

2003年 では、5億5000万 ドルとなった。長期的なプログラムとして20年 以上前の発明にわたるもの

もあ り、大学の収益になるにはタイムラグがあるが、2008年 の報告では、100Tド ル以上の特許は

3件 あ り546の ライセンスで6250万 ドルとなっている。なおスタンフォー ド大学のOTL(Officeof

TechnologyLicensing)は 、企業から特許使用料の3分 の1は 発曙者に、3分 の2は 大学の研究プ

ログラムに投入される仕組みを採規 している。

バイオベンチャーはサンフランシスコ周辺のベイエリアに集積 しているため、バイオテックベイ

とよばれている。その地域には、スタンフォード大学以外に、カリフォルニア州立大学のサンフラ

ンシスコ校、バークレー校もある。ジェネンテックの成功を契機に当時の州知事デービスは、各大

学にテーマを振 り分け、民間か ら1億 ドルの資金提供を受けたときに11,x.ドルの州の予算がつ くと

いうマッチング方式で資金を提供 した。企業に出資してもらい州政廃が綱額を支援するという形

で、大学の研究開発支援は充実 したものとなった。このように初期のスター トアップ企業は、メン

ターの役割が大きく、民聞の手だけで発展 したところに特徴を持っている。～方、バイオテクノロ

ジーの場合は、さらに特化 した技衛閥発の必要性がある一方、生体を介 した実験であるから失敗す

る可能性も高い。 しか も技箭範囲が偏 りがちであるため同種の実験を谷 う可能盤が高い。そこで

デービス知事がオーガナイズして、無用な研究の重複を園避しようと棲み分けを主導 した。総 じて

大学発のシーズは、具体的な製品を背後に持った開驚でないことから、生まれた技徳は企業に上乎

に売鋪されたリライセンス供与 されることが必要となる。そこで、成功を収めたスタンフォー ドの

技術移転機関(OfficeofTechnologyLicensing)に 倣って多 くの大学にTLOが 設置された。ここ

でも機関が重要なのではなく、実は大学の立場にたって技術を移転することに尽力するメンターら

が活躍 した。バイオテクノロジー一は、臨床に時間も資金もかかることが多 く、それゆえカリフォル

ニア州は、公的な資金を罠闘と折半で鍵出した。ここに優れた技術の1粥発の成果を迅速に輩出する

政策として、プロパテントがあ り、もはや個人閥の競争ではなく、闘家問の競争に大学と企業が連

携して取り組むという姿勢が窺われる。

狙 検討

アメリカは、もともと進取の気性に審み、憲法より先に知的財産権が保護されて きた。そ して高

度な軍事用技術は、終戦を迎えて畏間へ転粥されていった。 しか し個人が用立てることので きる資

金には限界があったので、ベンチャーキャピタルという制度が生み出されたといえる。知的財産を

権利化する手法 も、VCの 創出も、すべて無から有 をつ くりあげるものであり、これをオーガナイ

ズ した 「人」が果たした役割は大 きかった。 ターマンは時代を読むことができる優れたメンターで

あ り、自身は大学人としてのキャリアを志陶 していたことからVCの ような事業を自らは手掛けな

かった。もっともこれ も時代が進むと、兼業は当然のこととなるのであるが、この時代はまだそう

したことが社会的に容認 されていなかった。スタンフォ・一ド大学は、実挙を重んじる一方でフー
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バー戦略研究所を置き多様な機能を有する大学になっていた。さらにアンジェスMGの 森下竜～

大阪大学教授が留学 していた1980年 代後半ころは、起業ブームで隣の醗究室の教授が、シーズを事

業化することに成功 して飛行機通勤をしていたという。シリコンバv一 という命名はともか く、

HPを インキュベー トして成功に導いたターマンがいたからこそ、大学は地域の産業クラスターの

中心的存在 として、学生にも魅力をアピールすることがで きたのである。大学は発展 し、常に変化

している。特にバイオテクノロジーではOTLを 創設 したニルス ・ライマースの活躍が注農される

べ きであろう。コーエン ・ボイヤー特許のライセンス化が ヒットすると考えたからこそ慮身の利益

も奮めて特許化することを説得 し、スタンフォー ド大学に大きな富をもたらした。そして霞身も技

術移転機関の初代所長になった。こうしたメンターやライセンスアソシエイ トの活躍 も、これを許

容する自由があったから可能だったのである。すなわち多様性の受け入れ、広範な自由の許容がア

メリカの競争優位の根拠といえよう。バイオテクノロジーは、技術開発に成功 して特許化すれば広

範な領域で特許をおさえることができるところに特色がある。アントレプレナーは入がみとめない

起業機会をチャンスととらえて行動する諭。こうした観点からすれば、コーエン ・ボイヤー特許

のライセンス化を促 したライマースは、まさにアントレプレナーだったといえる。特許として公開

され、情報として広まることも宣伝となった。製薬会社や特許を自祇の製品の防衛のために利用 し

ている企業は、常に登録されているライセンスを探索 していて、優れた特許があれば、ライセンス

を得て麹社の研究や製品開発に結びつけることも多い。起業機会をみいだすもう一つの例が2000年

初頭セレラ ・ジェノミクス社が狽ったヒトのゲノム情報の特許登録による独占だった。今までは公

共の ものと概念的に捉えられてきた情報も、欝許化することによって排他的支配が可能かというこ

とになった。これは多様性と広汎な自由競争の風土から生まれ、その意義は大きい。先進的医療機

器の(3Tl発で は、先進的研究の特許化が競争優位を助けると考えられる。例えば侵襲性の高いステン

トである。日本で用いられるステン トは、ほとんどが外国製である。 しか し血管を拡張する狡構は

手先の器用な日本入が得意とするところであ り、神の手といわれる日本人医師が17人 もいるにもか

かわらず輸入品なのである。それでは日本人には、ステントを開発する能力がないのだろうか。進

取の気性がないのだろうか。実はある種のステントについては、アンジェスMGの 森下竜一大阪

大学教授がアメリカの研究員時代に醐発 し、指導教官の助醤に従って特許化 してベンチャー企業に

売却 したことがある。そのプロセスはきわめて迅速で、森下教授はその経験を生か して、日本発の

バイオ創薬事業を手掛けた。日本人に開発する能力は充分にあるといえる。むしろ特許化のプロセ

スに違いがあ りそれが規制的な要nと なっているのである。天然資源に乏しく労鋤力が低減するこ

とが予想される日本のような少子高齢化国家にとって、技術開発で資源をつ くりだすことこそが期

待されて しかるべ きである。従って、大学が撮 うべき役割は、小さな市場であっても必要度は高

く、市場に拡まるnJ能 性を提案できるという意味で大きい。ただ米国と違って懸念されるのが、大

学で生まれた技術や発見を民聞企業に橋渡しをする 「人枷 である。学術機関に潜在する技傭を掘

り起こし橋渡 しすることは、TLOが 担 うはずだった。ところが北海遊大学のTLOを は じめとして

その多 くが解数の危機に瀕 している。米国との違いはやは り 「アントレプレヌリアルなマインドを

持った人」だといわざるを得ない。臼本は、TLOやVCに やたらと眼きき能力 を要求 した。一方

ライマースは、技術者ではなかった。むしろ、直感力をもって時代を読み、高いコミュニケーショ

ン能力で技術を把握した。つまりTLOの 構成員にとって必要なのは、企業を説得 して橋渡 しをす

るという柔軟な思考なのである。米国に比べると、縁本の場合はまず政策主導で仕組みだけが講築
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された。従ってその活性化は、TLO担 巌者の力量にまかせられた。しか し、停年問際の大企業か

ら出向したエンジニアには、新しいものを受け入れる姿勢がなかったのである。2001年 、平沼経済

i業 大臣は薪市場 ・雇朋の創出にむけた15の プランを発表し、大学発ベンチャー企業政策をうちだ

した。それは3年 で1000社 の大学からの趨業を促すものであ り、際標は達成した。しかし当初から

懸念されていたことではあるが、今は存続が危ぶまれている。日本にはターマンやライマースのよ

うなメンターは、技術系の出向者には存在しないのではなかろうか。

実はメンターとして大学教授の道を歩みはじめたDDIの 創 業者の千本倖生は、再度アントレプ

レナーとなってイーモバイルを展閣している。日本のベンチャー企業の苦 しいところは、こうした

きわめて擾秀なアントレプレナーが孤軍奮閣している点である。千本の場合は、大きな資金を海外

のVCに 求め、サブプライムmン による影響など、自社とは何 ら関係のない事情によって融資が

断たれるというリスクを冒しながら二度器の創業を成しとげた。次に大学の研究者のシーズから生

まれた企業 としでは、サンメディカル技術研究所があげられる。同社は、ピッッバーグ大学に留学

経験を縛つ東京女子医大学の由崎健二教授の発想による補助入工心臓 を醐発し製造している日本の

ベンチャー企業である。人i臓 器の開発は戦争を契機に発展 した。アメリカのクリーブランドクリ

ニックのウィリアム ・コルフは人工透析装置を開発 した循環器の医郎であ り、戦場で破傷風にかか

り死亡する兵士の数を減らす目的で、透板器の開発をすすめていた。このコルフが阿久津哲造とい

う医師の肩書 きを持つ日本からの留学生を受け入れた。彼はコルフに人工心臓の開発を提案 し、

1957年 にその試作贔が完成した。一方、東京大学の渥美医師は、阿久津を訪ね痩らも東京大学で入

i心臓の曙発をすすめた。人工心臓は、体の玉1嚢液を循環させるポンプ機能が重要であ り、工学部と

の連携でその地下窒で、人問と同じ体霊のヤギに人工心臓 をとりつけて、動物実験が繰 り返 され

た。すなわちすでにスタンフx一 ドが全盛を誇っていたIII代に、EI本 で も騰発が行われていたので

ある。もっとも臓本の場合は、儒教思想が根付いていて、入の心の源とも#%iえられているような心

臓 を人工的につくることに抵抗感があることが予想された。それゆえ地下で実験が密かに続けられ

ていた。クリーブランドクリニックの阿久津が閥発 した全r;換 型の人工心臓は 「アクツハー ト」と

命名され、犬に適用 して30分 生存 しアメリカでは話題となった。そ して阿久津以後、数入のQ本 人

医師がアメリカに渡って補助人工心臓の1謂 逢を担当するに至っている。日本でも生体心臓移植が批

潤を受たことによって、生体臓器に替わるものとして、入工の心臓を開発することが容認されつつ

あったが、さらに薬事承認という大きな壁があった。結局、ゼオン/ア イシンといった申堅の機械

Z=一 のテクノロジーに秀でた企業がその製品化を模索 したが、保険収載が遅れ、～時は頓挫した。

このようにみてくると研究開発者の能力及び意思決定に日米で差はないが、開発環境における鯛約

要因には大きな差がみとめられる。

アメリカではシリコンバレーの活性化による景気のよい循環が、高度な技徳を必要とする医療機

器開発の技構領域をも後押 しした。そ してライマースの活躍によってバイ ・ドール法が議会を通過

すると、大学に所属 している研究者が大学にいながら自らの開発を特許化 したり、さらなる開発段

階を引き継ぐベンチャー企業に技術を移転 して、自らはその企業の技構担当となることもできる隣

代がやってきた。コーエン ・ボイヤー特許がみとめられ、大学発のシーズが実用化されると、大学

の研究者にもアメリカンドリームが実現 したのである。日本はデュポンの技術を導入 して成功 した

ため、あまり技術開発を熱心に行うことなくMOSS協 議で内外価格差の是正、関税法障壁の撤廃

といった外圧がかかったときに、アメリカからの医療機器を輸入 し、内製を支援 しなかった。さら
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に厚生省の承認も厳 しかった。ところが、バブル経済が終焉を迎え経済的な苦境にたたされて、日

本に期待で きるのは知的財産権の翻出であり、使える技術の鵬発であることに気がついた。そこで

縛続的な成長を続けているアメリカの技術力にならい、大学発のシーズの掘 り起こし策を考えた。

まず、日本版バイ ・ドール法(1999年 〉 によって文部省の政策の転換がなされた。大学のシーズを

移転する技術移転機関(TLO)こ そが産業活性化の立役者として期待 された。日本のTLOは 大学

等技術移転促進法に根拠をおき、文部科学省 と経済産業省が認定 または承認するかたちで各地に創

設された161。しかし政策的に構築されたにすぎない曝本のTLOは 、国立大学の教官燗人が有する

特許と、公立 ・私立大学、及びその教官憾入が有する特許を:p扱 うことができることを公的にみ

とめるという活動にとどまってきた。実はこのTLOこ そ 日本の経済活性化において重要な意味を

持つ。たとえば大学病院は患者の疾患の治癒率向上のため日夜研究を続け、治療行為を高める機器

開発の提案も現場からの発信による。このようにして日本での人工心臓開発は、大学を中心とした

研究機関で段階的に発達 してきた。しか し、ここにその技術移転を促進する人材が必要なのであ

る。補助人工心臓は、生体心臓 を待つことができない瀕死の患者に、移植までのつなぎとして胴い

られている。ところが輸入品であるアメリカ製は日本人のサイズにあわないことが多い。それでも

1kiで も生き長らえたいと願う患看は、一時約にでも大きすぎる補助人工心臓の取 り付けを受け入

れる。そ して起き上がれなくなり、植物状態となりやがて合併症を起こして亡 くなってゆく。ピッ

ツバーグ大学の研究員を経て東京女子医大の医師としてh任 した由晦健二教授は、心臓の心尖部だ

けが皮一枚であることにあることに気がついた。ここなら患者の心臓に直接管を通 してもいけるか

もしれないと、補助人工心臓のパイプを埋め込むという新 しいかたちで腿発を手がけようとしたO

その部分は直接心臓に働 きかけができるため、患者の負抵が軽 く、臼本人にあった小 さなサイズの

ものが開発できそうだった。他の部分に埋め込むよりも出血が少ないという利点もあった。そこで

人工心臓のtン プ機能についての第一人者である早稲田大学の工学部機械zの 土屋喜～教授を介

してi血栓の問題解決にあた り、さらに早稲田大学の教授で人工心臓のポンプについて研究瀾発を

行っている梅津光生教授 と次世代型補助人工心臓 を協鋤で開発し、1990年3月 に特許を出願した。

しか し特許化 した技術 を8本 のメーカーにもちかけても、色よい返答はなかった。そこでサ ンメ

ディカル技徳研究所を立ち上げた。同氏の製Pp化 の希望は、セイコーエプソン社の甫身である大和

工業の創始者である父と兄を含む一族の資金支援によってようやくは じまった。大和工業は諏訪精

工社と合併した精密機器メーカーであ り、子会縫 にはセイコーエプソン社がある。詞社の技術部門

を受け縛つミスズ工業は、山崎医師の兄が代表取締役をつとめ、同社のCの 技、すなわち無垢のチ

タン合金から完成度の高い製晶が手造 りされ、現在、臨床試験の簸終段階までこぎ着けている。 ミ

スズ工業が、極めて精緻な技術を持っているところに優位性がある。発明として優れているところ

は、人工弁が不要であ り、ポンプ内に速い速疫で血流を促 しているところにある。卓越 した技術

で、接触面の粗さを極小化 した抗撫栓性コーティングが製贔化を可能にした。耐久性テス トは山崎

氏がかつて留学 していたピッッバーグ大学に協力を依頼 した。このように全てを自費で進行させて

いる羅本の状況は、研究閣発プロセスの未熟さを物語っている。アメリカであれば、もっと多くの

入がコミットして、隈発プロセスを推 し進めたはずであるが、すでにサンメディカルは10年 以上の

歳月がすぎてしまっている。今、この研究は東京女子医大 と畢稲闘大学T学 部の医工連携 として、

さらに血栓の処理の高度化にむけて開発がすすめられている。
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N結 論

アメリカの技徳曙発は、大学を中心に初期はメンター、バイオテクノロジーではTLOが 産業化

に結び付けて大きな収益構造を講築してきた。こうした産学連携の動きに関しては、大学は基礎研

究のみを担当すべきであ り、産学連携によって富を得る研究者が墨ることについて懸念を示す意見

もある。アメリカでは医薬品の副作肱 こ関する治験に関わった医師が、当該製薬会社の株 を持って

いたことが問題になったこともある。しかしこれは利益相反の問題であ り、治験 を誰に依頼するか

のコントmル の問題である。インセンティブが高くなると真実がゆがめられる可能姓はないとは

いえないが、だからといってflit章で述べてきたように、日本人患者にとって必要な人工心臓に、医

師だけが孤軍奮lylしているだけでいいのだろうか。薬事工業動態統計からみても、ここ10年 、日本

の医療機器製造の伸びに比べて、輸入医療機器の伸びは倍以上である。例に掲げた人工心臓は、世

昇的に日本人の技術開発力がみとめられている。すなわち人工心臓のプロトタイプはrア クツハー

hJで あり、山崎医師の補助人工心llexはそれまでのlfl1栓の湖題を解決した画期的なものである。そ

れが未だ日本から発売 されるには至っていないのである。そもそも医療機器は患者への治療行為 を

支援する粥具であり、Cが 必要性にかられて現場から発案することも多い。実用化に穣極的な優

れた開発者が、産業化における近い顕離に存在 している。従って、メーカーが7.i'f一化の方向で意思

決定さえすれば、さらなる技術開発 を含む治験の協力は傭ぎやすい。ところが現場からの発案は多

様であ り広す ぎる場合 もあり、メーカーは確実な採算の羅途が立たないと、むしろ現状維持姿勢を

貫 く。それゆえ由崎医師は幽葡で、ヒト・モノ ・カネといった経営資源を胴意してしまったのであ

る。これはDiliの 医者にはできないことである。もし提案されるシーズをしっかり読み取ってオー

ガナイズする人、すなわち小 さなシーズでもそれを組み合わせ垂直または水平に統合するなどして

採算ベースに乗せることができる人がTLOに 存在すれば、医師にとってもメーカーにとって も朗

報であろう。 ここに技徳開発と産業化の橋渡 しを担うTLOの 役割は大 きいのである。ところが現

状はほとんど機能 していない。今の●iが 失敗 しているのは、その構成員が評論家になって しま

い、労苦 して程度の低い(と エi7一 トの企業エ ンジニアには思える)技 術は移転する気がないのだ

ということが、某TLO(複 数)へ のインタZ査 によって三樗明した。本来TLOは 、柔軟な思

考を持つ者があたるべきではなかろうか。制約要閃と考えられていた薬事法は、すでに=1'成17年に

大幅に改驚され審議官に最初から相談することもできる。さらにアメリカは承認申請から3か11以

内 に返答 しなければならないが、日本で も内規とはいえターゲット期聞1年 が設定されている。あ

とは人の力に任せる しかない。 ライマースを参照すれば分かるように、必要なのはコミュニケー

ション能力である。その上で、弁護士事務藤や弁理士事務所をTLOに 隣接させて技衛開発を支援

してゆ くことが必要であろう。

今後の日本経済の牽引役として大企業には早急に再生を期待 したいが、遺伝子組換え技術が大学

のシーズとアントレプレヌリアル人の手によって大学という舞台で花開いたように、大学発の技術

鵜発も日本経済牽引の一つの育能性として育戎 してい くことが、日本がこれからとるべき方向性だ

と考える。

注

1)こ こでいう医療機器については、薬事法第2条 第4項 で 「人若 しくは動物の疾病の診断、治
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療 若 し くは 予 防 に 使 胴 され る こ と、 又 は 入 若 し くは 動物 の 身体 の構 造 若 し くは機 能 に 影響 を 及

ぼ す こ とが 自的 と され て い る機 械 器 具 等 で あ つ て 、 政 令 で定 め る もの をい うofと 定 め られ 、

薬 事 法 施 行 令 で そ の 類 別 を列 挙 して い る。 具 体 的 に は 、体 混 計 、 歳圧 測 定 器 をは じめ マ ッサ ー

ジチ ェ ア や ピ ンセ ッ ト、 医 療 機 関 で 用 い ら れ る 画 像 診 断 装 遣(MRIや ㏄)を は じめ ペ ー ス

メー カー 、 メス な どす べ て 医 療 機 器 で あ る 。

2)デ バ イ ス ラ グ とは 、 医 療 機 器導 入 のii射轟差 の こ と で あ る。 在 露米 国 商 工 会 議 所 の 医 療 機 器

IVD小 委 員 会 は 、米 国 で 使 用 さ れ て い る 医療 機 器 の 約4割 が 、 日本 で は承 認 申 請 さ れ て い な

い 。 こ う したデ バ イス ラ グの 実 態 を指 摘 し、 承 認 に時 間 が 掛 か って い る こ との 改 善 や 、 市 場 環

境 の 整 備 、 厚 生 労 働 省 に 申請 前相 談 の 短 縮 や 審 査 期 間 の 短 縮 、 審 査 体 制 の 強 化 な ど を要 望 し

た。 も しよ り迅 速 に承 認 され て いれ ば、 そ の 機 器 を使 って 命 が 助 か った 患 者 が い る とい う こ と

が 想 定 さ れ る場 合 、 こ う した 問 題 は、 極 め て深 刻 に な る。

3>TLOと は、TechnologyLicensingOrganization(技 衛 移 転 機 関)と い い 、 大 学 の 研 究 者 の 研

究 成 果 を 特 許 化 し、 そ れ を 民 間 企 業 等 へ 技 徳 移 転(TechnologyLicensing)す る役 割 を も っ

て 、 産業 界 と学 術 機 関 の仲 介 役 を果 たす こ とを期 待 され もの で あ る。

4)Lee,Chong-Moon,WilliamF.Miller,MargueriteGongHancock,HenryS.Rowen(2000)

"Th
eSiliconValleyEdge:AHabitatforlnnovationandEntrepreneurship",StanfordUniversity

Press.

5>ぎ こ の 地 は シ リ コ ンバ レー誕 生 の 地 。 ス タ ン フ ォー ド大 学 の タ ーマ ン教授 が 、 東 の エ ス タ ブ

リ ッシ ュ され た 会社 に在 籍す る の で は な く、 自 らの 会社 を起 業 す る よ う指導 した こ とに始 ま っ

て い る 。 そ の2入 とは 、 ビル ・ヒi一 レ ッ トとデ ビ ッ ド ・パ ッカ ー ドで あ る 。 彼 らは1938年 に

この ガ レー ジ で 、 オ ー デ ィオ ・オ シ レー ター を 開発 した 。 カ リ フ ォル ニ ア 州 は 、 こ の 地 を ヒス

ト リカ ル ・ラ ン ドマ ー クNo.976と して 登 録 す る葦 と い う碑 が 学 内 の367AddisonAve.Palo

Altoに 残 され て い るQ

6)Packard,David(1995)"TheHPway-HowBillHewlettandIbuiltOurCompany"Harper

Business.

7)OTLは 、 ス タ ン フ ォー ド学 内 の 発 明 な ど を 商 業 化 、 あ る い は 実 用 化 して 、 同 大 学 の教 育 ・

研 究 プ ロ グ ラム にか か る費 用 を購 う無 制 限 ロ イヤ ル テ ィ叡 入 を確 保 す る こ と をそ の 使 命 とす る

機 関 で あ る。OTLは 構 想 段 階 か ら発 明 者 と 産 業 界 に よ る起 業 化 の 段 階 に い た る ま で の 、 す べ

て の 段 階 に関 与 し役 割 を果 た して い る。

8>開 発 途 上i、 と りわ け東 ア ジア で 急 速 な工 業 化 が 進 ん だ こ と は、 世 界 的 な供 給 過 剰 とデ フ レ

現 象 を生 み 出 した。 そ の 串 で 、 特 に競 争 の 激 しい エ レ クrte=ク ス 業 界 で は、 醗 発 リー ドタ イ

ムや 製 贔 の ラ イ フサ イ クJLが 短 くな り、 イ ノベ ー シ ョン を起 こ しつ つ 最 新 の ア イデ ィ アや 技 術

を継 み 込 ん だ商 品 をい か に素r3く 市 場 に 投 入 で きる か ど う か が 企 業 の 競 争 力 を左 右 す る 鍵 と

な った 。 そ こで 企 業 の 問で は、 従 来 の生 産 体 制 を見 直 し、比 較 優 位 を有 す る コ ア事 業 に経 営 資

源 の多 くを集 中 しイ ノベ ー シ ョン競 争 で の 優 位 を競 う一 方 、 比 較 劣 位 部 門 につ い て は既 存 の生

産 拠 点 の 集 約 化 や ア ウ トソ ー シ ン グ を行 い 、世 界 的規 模 での 最 適 調 達 ・生 産体 制 の確 立 を 騒指

す 動 きが 活 発 に な っ た。 こ う した流 れの 中 で、 ネ ッ トワ ー ク を活 用 しつつ 、 イ ノベ ー シ ョ ン競

争 をJに 進 め た。

9)Balwin,YCarliss,Kim.B.Clark(2003)."DesignRules:ThePowerofModularity°,Mit.Print一
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ing.

10)AnnaleeSaxenian,1996,"RegionalAdvantage:CultureandCompetitioninSiliconValleyand

Route128",HarvardUniversityPress.

11)Gapta,Udayan,ed.(2000)"DoneDeals:VentureCapitalistsTellTheirStories"HarvardUni-

versiryPress.

12)ラ イ セ ン ス ア ソ シ エ イ トと して 活躍 した ラ イ マ ー ス は 、 エ ンジ ニ ア と して企 業 で キ ャ リア を

は じめ た人 間 だ っ た が 、 こ の コ ー エ ン ・ボ イ ヤ ー特 許 を契 機 に大 学 に技 術 移 転 機 関 を作 る事 を
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